
一

二
〇
〇
〇
年
四
月
、
東
京
大
学
大
学
院
人
文
社
会
系
研
究
科
に
東
京
大
学
総
合

研
究
博
物
館
を
核
に
、
文
化
資
源
学
研
究
専
攻
が
大
学
院
の
独
立
専
攻
と
し
て
設

置
さ
れ
た
。
本
書
の
著
者
佐
藤
健
二
は
、
こ
の
「
文
化
資
源
学
」
と
い
う
新
分
野

に
兼
任
と
し
て
設
立
当
初
か
ら
深
く
関
わ
っ
て
き
た
。「
文
化
資
源
学
」
の
名
称

を
冠
し
た
標
準
的
な
教
科
書
も
な
い
な
か
、
手
探
り
で
そ
の
専
攻
を
一
八
年
間
育

て
、
二
二
年
三
月
の
退
職
を
迎
え
た
。
こ
れ
ま
で
さ
ま
ざ
ま
な
媒
体
に
書
い
て
き

た
文
化
資
源
学
に
か
か
わ
る
論
考
を
一
書
に
ま
と
め
た
も
の
が
本
書
で
あ
る
。

著
者
は
一
九
五
七
年
群
馬
県
生
ま
れ
、
東
京
大
学
文
学
部
卒
業
後
、
東
京
大
学

大
学
院
社
会
学
研
究
科
に
進
学
し
、
二
〇
〇
五
年
よ
り
東
京
大
学
大
学
院
人
文
社

会
系
研
究
科
の
教
授
に
な
っ
た
。
専
攻
は
社
会
学
・
文
化
資
源
学
で
あ
る
。
彼
は

直
接
に
は
二
二
年
四
月
に
逝
去
し
た
見
田
宗
介
の
直
弟
子
に
あ
た
る
。
文
化
・
社

会
意
識
お
よ
び
歴
史
社
会
学
の
幅
広
い
分
野
で
活
躍
し
た
が
、
社
会
意
識
論
・
メ

デ
ィ
ア
論
・
文
化
分
析
の
デ
ー
タ
資
料
・
素
材
の
収
集
や
分
析
が
本
書
と
密
接
に

関
わ
る
。

主
な
著
書
と
し
て
は
、『
読
書
空
間
の
近
代
』（
弘
文
堂
、
一
九
八
七
）、『
流
言

蜚
語
』（
有
信
堂
高
文
社
、
一
九
九
五
）、『
歴
史
社
会
学
の
作
法
』（
岩
波
書
店
、

二
〇
〇
一
）、『
柳
田
国
男
の
歴
史
社
会
学
』（
せ
り
か
書
房
、
二
〇
一
五
）
な
ど

が
あ
る
。

本
書
で
は
三
部
構
成
で
、
第
一
部
は
理
論
編
で
、
文
化
・
資
源
・
情
報
三
つ
の

基
本
概
念
に
関
す
る
議
論
を
展
開
す
る
。
そ
れ
を
踏
ま
え
て
、
第
二
部
で
は
新
聞

錦
絵
・
絵
は
が
き
の
よ
う
な
具
体
的
な
文
化
資
源
の
素
材
を
対
象
に
、
さ
ま
ざ
ま

な
実
践
と
方
法
を
分
析
し
模
索
す
る
。
多
く
の
画
像
を
含
め
た
資
料
や
図
絵
を
多

用
し
、
社
会
学
、
民
俗
学
、
歴
史
学
な
ど
の
幅
広
い
学
問
分
野
を
横
断
し
て
「
文

化
資
源
」
の
視
点
か
ら
の
実
証
研
究
で
あ
る
。
第
三
部
は
、
も
と
も
と
は
内
閣
府

の
災
害
を
考
え
る
研
究
会
で
の
論
考
を
も
と
に
し
た
関
東
大
震
災
の
流
言
蜚
語
に

さ
ま
ざ
ま
な
資
料
を
駆
使
し
て
考
察
し
た
特
論
で
あ
る
。

〈
書
評
〉

佐
藤
健
二
著

『
文
化
資
源
学
講
義
』

（
東
京
大
学
出
版
会
、
二
〇
一
八
年
八
月
、
Ａ
５
版
、
三
〇
八
頁
、
四
四
四
〇
円
＋
税
）

張

銘

珊
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本
書
の
構
成
は
以
下
の
と
お
り
で
あ
る
。

は
じ
め
に

第
一
部

基
礎
理
論
編

第
一
章

文
化
と
は
な
に
か

第
二
章

資
源
と
は
な
に
か

第
三
章

情
報
と
は
な
に
か

第
二
部

演
習
・
実
習
編

第
四
章

新
聞
錦
絵
│
│
メ
デ
ィ
ア
の
存
在
形
態
を
考
え
る

第
五
章

戦
争
錦
絵
│
│
想
像
さ
れ
た
で
き
ご
と
と
し
て
の
戦
争

第
六
章

絵
は
が
き
│
│
視
覚
メ
デ
ィ
ア
の
な
か
の
人
類
学

第
七
章

観
光
の
誕
生
│
│
絵
は
が
き
か
ら
の
暗
示

第
八
章

新
聞
文
学
│
│
新
聞
と
文
学
と
の
出
会
い

第
九
章

万
年
筆
を
考
え
る
│
│
筆
記
用
具
の
離
陸

第
十
章

フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
と
し
て
の
遠
足
│
│
北
村
大
沢
楽
隊

第
十
一
章

実
業
│
│
渋
沢
栄
一
と
渋
沢
敬
三

第
三
部

特
別
講
義

第
十
二
章

関
東
大
震
災
に
お
け
る
流
言
蜚
語

二

「
は
じ
め
に
」
で
は
、
著
者
自
身
『
文
化
資
源
学
講
義
』
と
い
う
聞
き
慣
れ
な

い
標
題
の
本
の
内
容
を
自
ら
が
簡
潔
に
解
題
し
て
い
る
。
学
問
の
名
の
り
は
排
他

性
、
専
門
性
が
色
濃
く
で
る
が
、
著
者
は
ひ
と
つ
の
学
問
分
野
に
こ
だ
わ
ら
な

い
。
著
者
の
出
自
は
社
会
学
で
あ
る
が
、
本
書
に
は
人
類
学
・
文
学
・
視
覚
文
化

論
・
メ
デ
ィ
ア
論
・
民
俗
学
・
社
会
学
思
想
史
・
歴
史
学
等
の
領
域
が
含
ま
れ
て

い
る
。

第
一
部
は
「
文
化
と
は
な
に
か
」
と
「
資
源
と
は
な
に
か
」、「
情
報
と
は
な
に

か
」
の
三
つ
の
章
か
ら
な
る
。
文
化
・
資
源
・
情
報
の
概
念
の
由
来
か
ら
は
じ
め

て
基
礎
理
論
を
構
想
す
る
。
第
一
章
で
は
、
著
者
は
「「
こ
と
ば
」
の
中
を
覗
き

こ
む
直
観
と
し
て
文
化
」、「
問
う
た
め
の
足
場
づ
く
り
」、「
意
味
の
結
び
目
を
ほ

ど
く
」
の
三
方
面
か
ら
文
化
と
は
何
か
を
問
い
直
し
て
い
る
。
そ
こ
で
著
者
が
主

張
す
る
の
は
認
識
主
体
枠
組
の
明
確
化
で
あ
る
。
文
化
と
い
う
概
念
の
歴
史
的
・

社
会
的
拘
束
性
、
文
化
を
生
産
・
消
費
・
流
通
過
程
と
し
て
と
ら
え
る
こ
と
、
文

化
を
「
場
」
と
し
て
と
ら
え
る
こ
と
、
生
活
す
る
認
識
の
総
体
化
の
四
つ
を
社
会

学
的
な
論
点
と
し
て
あ
げ
て
い
る
（
二
六
頁
）。

ま
ず
、
文
化
と
い
う
用
語
は
多
義
的
で
あ
り
、
地
域
や
自
治
体
の
「
地
域
振

興
」
も
「
文
化
振
興
」
と
し
て
と
ら
え
ら
れ
る
。
地
域
の
文
化
を
発
見
し
、
そ
の

性
格
や
魅
力
を
理
解
し
た
上
で
、
地
域
振
興
を
取
り
組
む
こ
と
の
重
要
性
を
指
摘

す
る
。

第
一
の
論
点
で
は
、
著
者
は
生
産
す
る
媒
体
と
し
て
の
資
料
を
重
視
す
る
。
資

料
の
収
集
と
保
存
は
重
要
だ
が
、
資
料
の
内
容
分
析
と
理
解
も
重
要
と
す
る
。
第

三
点
に
お
い
て
、
著
者
は
文
化
の
「
場
」
と
い
う
概
念
を
提
示
す
る
。
文
化
は
単

一
で
は
な
い
文
化
の
な
か
で
、
多
数
の
文
化
と
抗
争
し
、
ね
じ
れ
て
排
除
し
た
後

で
取
り
込
む
。
こ
の
こ
と
を
柳
田
国
男
が
論
じ
た
「
酒
」
を
例
に
取
り
上
げ
て
考

察
す
る
。「
酒
」
と
い
う
も
の
の
「
場
」
を
把
握
し
、
酒
文
化
に
つ
い
て
論
じ
す

る
。
酒
と
い
う
文
化
現
象
は
、
さ
ま
ざ
ま
な
変
化
と
結
び
つ
い
て
、
個
人
か
ら
集

団
ま
で
の
社
会
問
題
、
酒
豪
英
雄
の
主
張
な
ど
も
含
ま
れ
る
。

ま
た
、
著
者
は
、
補
助
線
と
い
う
手
法
を
使
っ
て
、
文
化
に
関
す
る
五
つ
の
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「
糸
」
の
概
念
を
詳
し
く
説
明
し
て
い
る
。
本
書
で
い
う
「
糸
」
と
は
意
味
の
糸

が
か
ら
み
あ
っ
た
織
物
、
複
数
の
関
係
す
る
こ
と
ば
の
意
味
を
つ
な
げ
な
が
ら
成

り
立
つ
イ
メ
ー
ジ＝

意
味
の
場
で
あ
る
。
第
一
の
糸
は
、
人
間
主
体
性
で
あ
る
。

第
二
の
糸
は
、
文
化
が
有
す
る
宗
教
性
で
そ
の
排
他
主
義
を
検
討
す
る
。
第
三
の

糸
は
、
実
践
と
し
て
の
耕
作
（
自
然
へ
の
働
き
か
け
）
で
あ
る
。
こ
こ
で
は
産
業

と
メ
デ
イ
ア
論
か
ら
の
実
践
を
強
調
す
る
。
第
四
の
糸
は
、
都
市
の
空
間
で
あ

る
。
個
人
を
め
ぐ
っ
て
説
明
す
る
。
第
五
の
糸
は
教
養
で
、
第
一
点
の
基
礎
の
上

で
内
実
に
対
応
す
る
。

さ
ら
に
、「
文
化
の
社
会
学
」
と
し
て
文
化
が
問
題
と
さ
れ
る
三
つ
の
問
題
系

を
考
察
す
る
。
第
一
が
帝
国
主
義
批
判
の
問
題
系
、
第
二
が
産
業
主
義
・
資
本
主

義
批
判
と
グ
ロ
ー
バ
ル
の
問
題
系
、
第
三
が
文
化
相
対
主
義
批
判
と
エ
ス
ノ
セ
ン

ト
リ
ズ
ム
の
問
題
系
で
あ
る
。

そ
の
三
つ
問
題
系
に
つ
い
て
は
、
評
者
は
大
衆
文
化
と
そ
の
認
識
に
興
味
を
も

っ
た
。
本
書
で
鉄
道
や
自
動
車
を
は
じ
め
と
す
る
移
動
手
段
の
技
術
革
新
に
よ

り
、
空
間
的
・
社
会
的
な
変
容
が
指
摘
さ
れ
る
。
文
明
の
進
歩
を
伴
っ
て
大
衆
の

欲
望
が
変
化
す
る
。
一
九
世
紀
の
大
衆
文
化
は
ニ
セ
モ
ノ
で
あ
り
、
真
の
人
間
の

文
化
の
存
続
が
危
機
に
瀕
し
て
い
る
。

第
二
章
で
は
「
資
源
」
を
論
じ
て
い
る
。「
意
味
の
歴
史
的
地
層
に
分
け
入
っ

て
」、「
文
化
資
源
学
研
究
専
攻
の
出
発
」、「
資
源
化
す
る
こ
と
に
変
革
力
は
や
ど

る
の
か
」
三
つ
の
視
座
か
ら
概
説
す
る
。
著
者
は
「
文
化
」
や
「
資
源
」
の
語
が

使
用
範
囲
の
ス
プ
ロ
ー
ル
（
無
秩
序
な
拡
大
）
に
よ
る
混
乱
を
抱
え
こ
ん
で
い
る

こ
と
を
指
摘
す
る
。
両
者
は
昔
か
ら
使
わ
れ
て
い
た
語
で
は
な
く
、
二
十
世
紀
に

入
っ
て
応
用
や
流
用
が
始
ま
っ
た
と
す
る
。
国
語
辞
典
で
「
資
源
」
は
、
地
下
の

天
然
資
源
の
み
な
ら
ず
、
労
働
力
の
人
的
資
源
か
ら
観
光
資
源
ま
で
有
用
と
さ
れ

て
範
囲
は
広
い
。

歴
史
的
角
度
か
ら
見
れ
ば
、
資
源
は
戦
争
に
基
づ
い
て
普
及
流
行
す
る
。
戦
前

に
資
源
は
「
総
力
戦
」
と
い
う
新
し
い
理
念
の
枠
組
み
に
よ
っ
て
、
そ
の
用
法
の

範
囲
を
拡
げ
て
き
た
。
具
体
的
に
は
、
第
一
次
産
業
の
原
材
料
や
エ
ネ
ル
ギ
ー

等
々
と
い
う
自
然
の
「
生
産
物
」、
第
二
次
産
業
の
制
作
物
や
「
人
的
資
源
」
が

労
働
力
か
ら
文
化
の
領
域
ま
で
拡
大
概
念
化
さ
れ
た
（
六
九
頁
）。

資
源
は
ま
た
調
査
と
も
関
係
が
深
い
。
ま
た
資
源
調
査
と
は
、
戦
争
準
備
の
た

め
政
府
が
各
種
資
源
の
状
態
を
調
査
す
る
こ
と
で
あ
る
。
資
源
の
発
掘
は
、
調
査

と
い
う
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
と
も
不
即
不
離
の
関
係
に
あ
る
。
著
者
は
資
源
と
い

う
語
が
、
戦
争
を
意
識
し
た
国
家
に
よ
る
「
上
か
ら
の
」
総
動
員
の
な
か
で
使
わ

れ
た
危
う
さ
を
指
摘
し
て
い
る
。
た
だ
し
、
敗
戦
後
も
政
府
の
諮
問
機
関
と
し
て

資
源
調
査
会
が
重
要
な
役
割
を
果
た
し
た
よ
う
に
、
戦
後
も
連
続
し
て
い
る
こ
と

に
も
注
目
し
た
い
。

「
文
化
資
源
学
」
の
中
で
、
文
化
資
料
と
は
、
言
語
、
音
声
、
画
像
、
習
俗
、

電
子
記
録
等
々
、
様
々
な
形
態
が
あ
る
。
そ
れ
ら
有
形
無
形
の
資
料
の
特
質
を
理

解
し
た
う
え
で
、
調
査
、
発
見
、
整
理
、
考
証
、
評
価
、
保
存
、
公
開
の
方
法
を

探
求
し
、
人
類
の
た
め
の
資
源
と
し
て
活
用
す
る
新
た
な
学
問
領
域
が
文
化
資
源

学
で
あ
る
。
文
化
資
源
と
は
、
人
間
が
生
み
出
し
て
き
た
多
様
な
文
化
の
総
体
を

よ
り
よ
い
社
会
実
現
の
た
め
に
有
効
に
活
用
し
て
い
こ
う
と
す
る
新
し
い
概
念
で

あ
る
。
ま
た
文
化
資
源
は
、
現
在
注
目
さ
れ
て
い
る
文
化
財
・
世
界
遺
産
と
い
う

概
念
よ
り
は
そ
の
範
囲
が
広
く
、
日
常
生
活
に
潜
ん
で
い
る
資
源
の
発
掘
も
含
ま

れ
る
。
第
二
章
の
最
後
で
、
著
者
は
「
資
源
化
」
を
め
ぐ
っ
て
、
特
に
「
資
源
」

と
「
資
本
」
を
説
明
す
る
。
そ
の
再
生
産
と
変
革
の
可
能
性
（
八
二
頁
）、
時
間

意
識
の
幅
や
厚
み
の
違
い
（
八
三
頁
）、
可
能
性
と
し
て
含
み
う
る
公
共
性
（
八
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四
頁
）
と
い
う
三
つ
視
座
か
ら
の
違
い
を
分
析
す
る
。
ま
た
、
歴
史
性
や
公
共
性

と
い
う
点
を
含
め
て
考
え
て
い
る
。

第
三
章
は
文
体
が
敬
体
に
な
っ
て
お
り
、
前
二
章
と
は
か
な
り
受
け
る
印
象
が

異
な
る
。
も
と
の
出
典
が
日
本
文
学
協
会
の
『
日
本
文
学
』
に
発
表
さ
れ
た
こ
と

に
起
因
す
る
。

こ
の
章
で
は
「
情
報
時
代
の
教
育
と
文
学
」
を
扱
う
。
ま
ず
、
著
者
は
、「
情

報
」
と
い
う
こ
と
ば
は
軍
事
用
語
と
し
て
、
諜
報
活
動
と
関
係
し
て
使
わ
れ
る
こ

と
を
前
提
し
て
、
昭
和
四
〇
（
一
九
六
〇
）
年
代
以
降
、
電
子
計
算
機
が
普
及
し

て
い
く
な
か
で
「
情
報
」
と
い
う
語
義
も
変
化
し
、「
情
報
化
社
会
」「
情
報
産

業
」「
情
報
処
理
」
な
ど
複
合
語
が
生
ま
れ
る
。
著
者
は
「
情
報
」
と
い
う
こ
と

ば
に
は
、
意
味
の
地
層
が
あ
り
、
そ
れ
は
三
つ
に
分
解
す
る
と
指
摘
す
る
。

技
術
革
新
に
伴
い
、
文
化
研
究
の
領
域
が
影
響
を
受
け
、
古
典
・
正
統
が
大
衆

化
す
る
。
具
体
的
に
は
、
第
二
部
の
新
聞
錦
絵
、
戦
争
錦
絵
、
絵
は
が
き
、
万
年

筆
な
ど
の
素
材
は
、
情
報
の
媒
体
や
そ
れ
を
担
う
身
体
で
あ
り
、
近
代
に
出
現
し

大
衆
に
よ
っ
て
普
及
・
流
行
し
て
い
く
。
数
多
く
の
情
報
の
中
で
ど
の
よ
う
な
有

用
な
情
報
を
発
掘
・
整
理
・
保
存
す
る
か
に
著
者
は
注
目
に
す
る
。
一
方
で
、
各

素
材
は
歴
史
的
・
社
会
的
な
視
点
を
踏
ま
え
て
提
供
さ
れ
た
情
報
の
内
容
を
具
体

的
に
分
析
す
る
。

第
二
部
は
「
新
聞
錦
絵
」、「
戦
争
錦
絵
」、「
絵
は
が
き
」、「
観
光
の
誕
生
」、

「
新
聞
文
学
」、「
万
年
筆
を
考
え
る
」、「
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
と
し
て
の
遠
足
」、

「
実
業
」
の
八
つ
の
章
を
分
け
て
、
情
報
を
物
質
と
い
う
側
面
か
ら
捉
え
直
し
、

具
代
的
な
例
を
挙
げ
て
、
も
の
と
こ
と
ば
と
実
践
を
論
じ
る
。
著
者
は
そ
の
物
体

や
で
き
ご
と
か
ら
、
い
か
な
る
主
題
の
文
化
分
析
が
立
ち
上
げ
ら
れ
る
か
を
問
お

う
と
し
て
い
る
。

第
三
部
で
は
、
関
東
大
震
災
に
お
け
る
流
言
蜚
語
を
対
象
と
し
て
扱
い
、「
特

別
講
義
」
特
論
と
し
て
位
置
づ
け
て
い
る
。

各
地
の
警
察
に
集
約
さ
れ
た
資
料
を
整
理
・
再
編
成
す
る
こ
と
で
、
現
代
社
会

の
情
報
空
間
の
全
体
の
動
き
を
分
析
理
解
し
て
い
く
。
著
者
は
「
記
憶
の
場
」
と

い
う
カ
テ
ゴ
リ
ー
が
存
在
し
、
そ
の
も
と
で
、
記
念
や
追
悼
や
顕
彰
そ
の
も
の
の

中
に
潜
む
ポ
リ
テ
ィ
ク
ス
が
歴
史
学
・
政
治
学
で
盛
ん
に
論
じ
ら
れ
る
と
指
摘
す

る
。
記
念
碑
や
建
築
物
を
建
て
る
こ
と
で
、
そ
の
記
憶
を
忘
れ
な
い
と
い
う
気
持

ち
が
人
間
に
は
あ
る
。
実
に
「
記
憶
の
場
」
は
地
理
学
で
も
評
者
は
重
要
と
考
え

て
い
る
。

著
者
は
流
言
の
報
告
表
や
警
察
署
管
内
に
お
け
る
流
言
発
生
の
認
識
表
、
流
言

の
防
止
お
よ
び
人
心
安
定
の
た
め
の
宣
伝
表
な
ど
の
原
資
料
か
ら
三
種
類
の
表
デ

ー
タ
、
流
言
を
包
含
す
る
情
報
空
間
全
体
の
明
確
に
す
る
目
的
で
、
地
域
ご
と
の

流
言
を
時
間
軸
に
沿
っ
て
動
き
が
わ
か
る
表
を
作
成
し
、
流
言
の
実
態
を
概
観
し

て
い
る
。
こ
の
分
析
手
法
は
大
い
に
参
考
に
な
っ
た
。
地
理
学
で
は
、
地
震
と
い

う
災
害
を
対
象
と
す
る
場
合
、
主
に
自
然
現
象
や
災
害
後
の
地
域
の
空
間
的
な
変

化
に
つ
い
て
分
析
す
る
。
災
害
と
流
言
を
結
ぶ
、
特
に
流
言
が
主
体
と
し
て
考
え

る
視
点
は
、
地
理
学
に
と
っ
て
も
大
変
興
味
深
か
っ
た
。

三

以
下
で
は
、
第
二
部
の
具
体
的
な
事
例
を
中
心
に
、
評
者
と
し
て
気
づ
い
た
点

を
検
討
し
て
い
き
た
い
。

ま
ず
、
第
四
章
の
「
新
聞
錦
絵
」
で
は
、
メ
デ
ィ
ア
の
存
在
形
態
を
考
え
、
新

聞
の
速
報
性
、
定
期
性
と
、「
錦
絵
の
時
間
・
写
真
の
時
間
」
の
三
点
か
ら
議
論
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し
て
い
る
。
新
聞
錦
絵
は
鮮
や
か
な
主
題
図
柄
と
豊
か
な
色
彩
を
も
つ
の
で
、
伝

統
的
な
画
題
と
区
別
し
、「
新
聞
」
と
い
う
文
字
中
心
に
単
色
の
こ
と
ば
「
情
報
」

世
界
か
ら
抜
け
出
せ
る
。
明
治
七
（
一
八
四
七
）
年
七
月
に
発
行
さ
れ
た
「
新
聞

大
錦
」
を
例
と
し
て
、
鮮
烈
な
紅
つ
ぶ
し
の
枠
つ
け
、
天
使
が
さ
さ
え
る
標
題
の

よ
う
な
錦
絵
の
デ
サ
イ
ン
を
分
析
し
、
新
聞
錦
絵
の
流
行
の
始
ま
り
を
説
明
し
て

い
る
。

新
聞
錦
絵
は
当
時
の
社
会
風
貌
と
新
し
い
印
刷
物
メ
デ
ィ
ア
を
反
映
す
る
。
一

方
、
そ
の
時
代
の
潜
在
的
な
文
化
も
発
掘
で
き
る
。
新
聞
錦
絵
と
い
う
多
色
木
版

印
刷
文
化
は
人
に
開
化
の
世
間
の
時
事
流
行
を
伝
達
し
、
鮮
烈
な
彩
色
を
強
調

し
、
視
覚
的
な
翻
訳
と
想
像
の
基
盤
を
提
供
す
る
。
著
者
は
速
報
性
と
定
期
性
が

錦
絵
新
聞
の
持
っ
て
い
る
報
道
的
性
格
に
由
来
す
る
と
い
う
。
定
期
性
は
情
報
生

産
の
制
度
と
し
て
、
速
報
性
を
さ
さ
え
る
基
礎
と
な
る
。

新
聞
は
近
代
の
新
し
い
メ
デ
ィ
ア
で
あ
る
。
た
だ
し
新
聞
錦
絵
の
制
作
者
や
享

受
者
に
と
っ
て
は
、
速
報
性
や
事
実
か
否
か
の
判
断
よ
り
も
別
の
思
惑
が
働
く
。

人
間
は
少
し
で
も
早
く
に
知
り
た
い
と
思
う
と
と
も
に
、
事
件
の
正
確
さ
よ
り

も
、
強
烈
さ
や
奇
妙
さ
、
面
白
さ
、
興
奮
な
ど
の
欲
望
が
あ
る
。
本
書
で
は
、
い

く
つ
か
の
新
聞
記
事
の
事
例
か
ら
、
錦
絵
の
文
化
特
性
と
の
断
層
か
ら
、
錦
絵
が

想
像
上
で
の
鮮
明
で
劇
的
な
現
場
の
イ
メ
ー
ジ
を
提
供
し
、
視
覚
的
さ
れ
た
物
語

を
構
成
す
る
こ
と
を
指
摘
す
る
。

第
五
章
で
は
、
戦
争
錦
絵
か
ら
想
像
さ
れ
る
戦
争
を
議
論
し
て
い
る
。
戦
争
錦

絵
は
新
聞
錦
絵
と
深
い
関
係
が
あ
り
、
新
聞
錦
絵
を
受
け
継
い
で
発
展
す
る
。
し

か
し
、
殺
人
や
毒
婦
悪
漢
貞
女
孝
子
の
美
談
醜
聞
を
描
く
新
聞
錦
絵
と
は
峻
別
し

て
、
戦
争
錦
絵
は
戦
争
の
う
わ
さ
を
主
題
に
し
た
商
品
と
し
て
生
み
出
さ
れ
た
。

明
治
一
〇
（
一
八
七
七
）
年
の
西
南
戦
争
の
時
期
に
誕
生
し
、
日
清
戦
争
の
時
期

に
確
立
す
る
。
一
方
で
、
戦
争
錦
絵
は
新
聞
錦
絵
と
の
共
通
点
も
あ
る
。
想
像
力

を
入
れ
て
戦
争
の
場
面
を
再
現
す
る
。
戦
争
錦
絵
は
大
衆
向
け
の
商
品
の
た
め
、

描
か
れ
た
画
面
で
自
国
の
武
勇
や
強
さ
を
展
示
し
、
相
手
国
の
卑
小
さ
を
印
象
づ

け
る
方
向
性
を
も
つ
。

ま
た
、
戦
争
錦
絵
は
視
覚
の
上
で
写
真
よ
り
も
っ
と
自
由
に
描
き
出
す
こ
と
が

で
き
る
。
写
真
は
理
性
的
な
複
製
技
術
で
あ
り
、
現
実
の
瞬
間
を
反
映
す
る
。
一

方
、
戦
争
錦
絵
は
人
の
感
性
的
な
情
感
を
含
め
て
忘
れ
な
い
瞬
間
の
場
面
を
描
画

で
き
る
。
錦
絵
の
中
で
人
の
愁
傷
や
憤
慨
が
見
え
る
の
み
な
ら
ず
、
そ
の
製
作
者

の
心
理
や
そ
の
時
代
の
社
会
背
景
、
大
衆
の
心
理
な
ど
も
反
映
し
て
い
る
。

第
六
章
で
は
、
絵
は
が
き
を
素
材
と
し
て
、
視
覚
メ
デ
ィ
ア
の
中
で
人
類
学
を

論
じ
る
。
絵
は
が
き
は
一
八
七
〇
年
に
ド
イ
ツ
で
誕
生
し
、
明
治
二
〇
年
代
ご

ろ
、
日
本
へ
の
渡
来
し
た
裏
面
に
写
真
・
絵
な
ど
の
入
っ
た
葉
書
で
あ
る
。
本
書

は
二
種
類
の
絵
は
が
き
を
例
に
、
異
民
族
の
発
見
を
分
析
す
る
。
ひ
と
つ
は
『
南

洋
館
記
念
絵
葉
書
』
で
あ
り
、
も
う
ひ
と
つ
は
『
世
界
人
種
風
俗
大
観
』
で
あ

る
。
前
者
は
ボ
ル
ネ
オ
の
ダ
ヤ
ク
族
と
パ
プ
ア
ニ
ュ
ー
ギ
ニ
ア
族
の
部
族
の
風
俗

を
写
し
て
い
る
。
後
者
は
ア
フ
リ
カ
や
ニ
ュ
ー
ギ
ニ
ア
、
イ
ン
ド
シ
ナ
半
島
な
ど

の
さ
ま
ざ
ま
な
民
族
の
風
貌
や
生
活
、
風
俗
を
絵
は
が
き
に
し
て
い
る
。

特
に
、『
世
界
人
種
風
俗
大
観
』
の
絵
は
が
き
は
日
本
で
発
行
さ
れ
た
こ
と
が

絵
は
が
き
の
注
記
か
ら
明
確
に
な
っ
て
い
る
。
著
者
は
絵
は
が
き
は
旅
と
も
結
び

つ
く
こ
と
を
指
摘
す
る
。
人
類
学
者
の
坪
井
正
五
郎
の
『
絵
葉
書
趣
味
』
と
い
う

本
で
は
、
二
〇
世
紀
の
絵
葉
書
の
特
性
と
発
展
の
背
景
を
分
析
し
て
い
る
。

さ
ら
に
、
絵
葉
書
は
メ
デ
ィ
ア
と
し
て
は
、
ど
の
よ
う
な
問
題
を
人
類
学
的
実

践
に
提
出
す
る
か
も
論
じ
て
い
る
。
著
者
は
次
の
三
つ
点
か
ら
説
明
す
る
。

第
一
に
、
旅
行
で
絵
は
が
き
を
書
く
経
験
は
、
人
類
学
と
い
う
学
問
の
根
源
と
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呼
応
す
る
契
機
を
も
つ
。
第
二
に
、
絵
は
が
き
の
経
験
は
、
郵
便
と
い
う
近
代
的

起
源
の
世
界
大
の
シ
ス
テ
ム
と
結
び
つ
い
て
初
め
て
生
み
出
さ
れ
た
。
第
三
に
、

絵
は
が
き
は
写
真
の
最
初
の
流
布
形
態
で
あ
っ
た
（
一
四
三
│
一
四
六
頁
）。
絵

は
が
き
は
錦
絵
と
同
じ
メ
デ
ィ
ア
と
し
て
使
わ
れ
る
が
、
錦
絵
よ
り
真
実
の
歴
史

を
記
録
す
る
性
格
を
帯
び
る
。
そ
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
や
、
絵
は
が
き
の
生
産
│
流
通

│
消
費
の
仕
組
み
を
分
析
す
る
こ
と
は
重
要
だ
。
観
光
人
類
学
で
も
絵
は
が
き
の

分
析
が
近
年
注
目
さ
れ
て
い
る
。

第
七
章
は
絵
は
が
き
の
分
析
か
ら
「
観
光
の
誕
生
」
を
概
観
す
る
。「
観
光
」

と
い
う
こ
と
ば
は
、
現
在
知
ら
れ
て
い
る
よ
う
な
語
義
で
は
な
か
っ
た
。
観
光
は

国
の
威
光
と
い
う
定
義
で
あ
り
、
後
に
風
光
見
物
の
行
楽
気
分
を
指
す
の
は
、
日

本
の
旅
行
者
が
増
え
、
鉄
道
網
が
発
展
す
る
歴
史
と
深
く
関
係
が
あ
る
。
桑
原
武

夫
に
よ
る
と
、
大
正
時
代
は
「
観
光
」
の
代
わ
り
に
「
名
所
見
物
」
と
い
う
こ
と

ば
で
、
古
跡
神
社
仏
閣
を
め
ぐ
る
こ
と
を
指
し
た
と
い
う
。
観
光
の
産
業
化
と
と

も
に
、
観
光
は
大
衆
向
け
て
ほ
か
の
資
源
を
発
掘
で
き
る
。

著
者
は
メ
デ
ィ
ア
と
し
て
の
絵
は
が
き
の
果
た
し
て
き
た
歴
史
的
・
社
会
的
役

割
の
一
端
を
論
じ
て
い
る
。
ま
ず
、
絵
は
が
き
は
「
景
観
化
」
を
促
進
し
、
人
の

観
光
意
識
と
風
景
観
に
影
響
す
る
。
第
二
に
、
絵
は
が
き
は
名
所
の
観
光
地
化
・

大
衆
化
を
推
し
進
め
る
役
割
を
果
た
す
。
第
三
に
、
絵
は
が
き
は
旅
す
る
主
体
の

記
憶
の
媒
体
と
し
て
、
観
光
客
の
気
分
を
側
面
か
ら
反
映
し
て
い
る
。
絵
は
が
き

の
中
に
も
豊
か
な
資
源
が
孕
ま
れ
て
い
る
。

第
九
章
で
は
、
近
代
筆
記
用
具
と
し
て
の
万
年
筆
を
民
俗
学
を
結
び
つ
け
て
考

え
て
い
る
。
ま
ず
、
万
年
筆
は
一
九
世
紀
出
頭
の
イ
ギ
リ
ス
で
発
明
さ
れ
た
後
に

「
書
く
」
工
具
と
し
て
は
、
ア
メ
リ
カ
に
よ
っ
て
基
本
形
が
完
成
さ
れ
た
。
日
本

に
と
っ
て
は
、
万
年
筆
は
西
洋
か
ら
の
舶
来
品
で
あ
り
、
丸
善
が
明
治
一
七
（
一

八
八
四
）
年
に
輸
入
販
売
す
る
。
最
初
、
万
年
筆
は
広
告
で
大
衆
に
周
知
し
、
日

清
戦
争
以
降
に
実
用
の
時
代
に
入
っ
た
。
戦
争
と
旅
行
の
需
要
と
、
万
年
筆
の
携

帯
の
便
利
性
を
加
え
、
万
年
筆
が
商
品
と
し
て
普
及
す
る
。
し
か
し
、
そ
の
時
の

万
年
筆
は
値
段
が
高
価
な
の
で
買
う
人
が
少
な
い
。
そ
の
間
隙
を
縫
っ
て
、
国
産

万
年
筆
が
工
業
化
と
と
も
に
庶
民
生
活
に
浸
透
す
る
。
ま
た
、
万
年
筆
は
絵
は
が

き
と
区
別
し
て
私
的
領
域
で
自
分
と
交
流
し
て
、
個
人
・
個
性
を
強
調
す
る
。

次
に
、
万
年
筆
は
「
書
く
」
行
為
の
中
で
内
容
を
議
論
す
る
こ
と
も
あ
る
、
著

者
は
新
聞
の
広
告
に
お
け
る
五
つ
の
気
づ
い
た
点
を
分
析
し
て
い
る
。
第
一
に
気

づ
く
の
が
、
万
年
筆
は
自
動
車
・
飛
行
機
の
よ
う
な
新
し
い
文
明
の
代
表
と
結
び

つ
け
利
用
さ
れ
る
こ
と
。
第
二
に
、
能
率
・
効
率
・
時
間
の
節
約
の
強
調
で
あ

る
。
第
三
に
、
戸
外
で
の
便
利
性
・
実
用
性
。
第
四
に
、
万
年
筆
の
日
本
の
文
字

へ
の
適
応
で
あ
る
。
第
五
に
、
い
い
贈
り
物
と
し
て
宣
伝
す
る
（
一
七
八
│
一
八

三
頁
）。

万
年
筆
は
民
俗
学
に
も
大
き
な
影
響
を
及
ぼ
し
て
い
る
。
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク

に
お
い
て
、
宮
本
常
一
な
ど
の
民
俗
学
者
た
ち
は
万
年
筆
を
愛
用
し
、
野
外
の
現

場
で
調
査
を
記
録
す
る
。
民
俗
学
を
考
え
る
と
、
万
年
筆
の
受
容
に
見
ら
れ
る
豊

か
な
地
方
性
や
、
文
化
の
多
様
性
に
注
目
す
る
。
万
年
筆
の
生
態
分
析
の
必
要
性

が
歴
史
社
会
学
と
民
俗
学
の
課
題
で
あ
る
と
す
る
。

第
十
章
で
は
、
著
者
は
宮
城
県
石
巻
市
の
郊
外
に
位
置
す
る
村
の
運
動
会
の
見

学
旅
行
を
き
っ
か
け
に
、
運
動
会
に
登
場
す
る
「
北
村
大
沢
楽
隊
」
と
郷
土
教
育

に
つ
い
て
論
じ
て
い
る
。
北
村
大
沢
楽
隊
は
お
年
寄
り
の
バ
ン
ド
に
よ
り
「
ジ
ン

タ
」
を
演
奏
す
る
。
ジ
ン
タ
と
は
、
明
治
時
代
に
西
洋
か
ら
入
っ
て
き
た
軍
楽
隊

の
音
楽
が
、
民
間
の
楽
団
に
よ
っ
て
大
衆
化
さ
れ
た
吹
奏
楽
隊
で
あ
る
。
次
に
、

演
奏
場
所
や
参
加
す
る
人
を
説
明
し
、
地
元
の
状
況
を
知
っ
て
郷
土
教
育
の
展
開
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を
説
明
す
る
。
著
者
は
小
学
校
の
運
動
会
は
地
方
に
お
い
て
特
に
そ
う
だ
が
、
学

校
行
事
と
い
う
以
上
に
村
の
一
種
の
祭
り
で
あ
る
と
指
摘
す
る
。
ま
た
、
斎
藤
荘

次
郎
に
よ
る
郷
土
教
育
と
の
関
連
を
旭
山
小
唄
・
旭
山
観
光
を
例
と
し
て
分
析
す

る
。斎

藤
荘
次
郎
が
得
意
と
す
る
領
域
は
、
作
詞
や
歌
な
ど
の
音
楽
教
育
と
い
う
よ

り
、
修
身
・
国
語
・
国
史
の
教
育
の
地
方
化
で
あ
る
。
郷
土
的
色
彩
の
濃
厚
な
唱

歌
を
歌
わ
せ
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
郷
土
へ
の
深
い
愛
着
心
を
培
い
、
郷
土
人
と
し

て
の
自
覚
性
を
促
す
。
旭
山
観
光
の
開
発
に
お
い
て
は
、
市
場
価
値
を
追
求
だ
け

で
な
く
、「
偉
人
」・「
う
た
」・「
観
音
堂
」・「
植
樹
」
な
ど
に
よ
っ
て
郷
土
教
育

と
い
う
精
神
的
な
側
面
の
重
要
性
を
指
摘
す
る
。

四

人
文
地
理
学
を
専
攻
す
る
留
学
生
で
あ
る
評
者
に
は
、
鉄
道
沿
線
に
お
い
て
文

化
資
源
を
ど
の
よ
う
に
発
掘
す
る
か
と
い
う
視
座
が
興
味
深
い
。
評
者
は
「
大
正

の
広
重
」
と
呼
ば
れ
た
絵
師
、
吉
田
初
三
郎
が
描
い
た
鳥
瞰
図
の
鉄
道
沿
線
案
内

に
現
在
注
目
し
て
い
る
。
本
書
を
通
読
す
る
こ
と
で
、
そ
の
内
容
の
分
析
を
よ
り

明
確
に
理
解
す
る
こ
と
が
で
き
た
。
ま
た
、
近
代
の
鉄
道
に
関
す
る
新
聞
・
絵
は

が
き
の
よ
う
な
媒
体
に
も
関
心
を
も
っ
た
。
各
資
料
を
使
っ
て
、
そ
の
内
容
を
分

析
し
な
が
ら
、
そ
の
特
性
や
時
代
背
景
、
製
作
者
の
心
理
を
理
解
で
き
る
。
こ
れ

と
地
理
学
が
得
意
と
す
る
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
の
重
要
性
を
ど
う
摺
り
合
わ
す
か

が
今
後
の
課
題
で
あ
る
。
現
地
で
問
題
を
発
見
し
、
他
の
考
え
方
を
連
想
す
る
こ

と
も
で
き
る
。

本
書
は
「
文
化
資
源
学
」
と
い
う
専
攻
を
理
解
す
る
入
門
書
と
い
う
か
た
ち
は

と
っ
て
は
い
る
が
、
い
わ
ば
著
者
が
試
行
錯
誤
の
上
で
行
き
着
い
た
ひ
と
つ
到
達

点
で
も
あ
る
。
そ
の
た
め
初
学
者
に
と
っ
て
理
解
は
容
易
で
は
な
い
が
、
詳
し
い

脚
注
に
よ
っ
て
理
解
が
助
け
ら
れ
た
。
文
化
・
資
源
・
情
報
三
つ
の
基
礎
理
論
に

基
づ
い
て
、
後
半
で
は
具
体
的
な
素
材
を
扱
っ
て
対
象
を
分
析
す
る
と
い
う
実
践

と
の
相
互
参
照
を
通
じ
て
、
こ
の
本
の
真
価
が
わ
か
る
。
本
書
は
さ
ま
ざ
ま
な
学

問
分
野
に
お
け
る
文
化
資
源
の
発
掘
・
保
存
に
と
っ
て
も
、
示
唆
に
富
む
重
要
な

資
料
と
考
え
る
。

（
関
西
大
学
大
学
院
文
学
研
究
科
・
博
士
課
程
前
期
課
程
）
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